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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第24期

第２四半期連結
累計期間

第25期
第２四半期連結
累計期間

第24期

会計期間
自2019年10月１日
至2020年３月31日

自2020年10月１日
至2021年３月31日

自2019年10月１日
至2020年９月30日

売上高 (百万円) 6,671 6,385 11,919

経常利益 (百万円) 745 723 587

親会社株主に帰属する四半期（当期）

純利益
(百万円) 504 489 345

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 504 489 345

純資産額 (百万円) 9,311 9,194 8,928

総資産額 (百万円) 13,510 13,695 13,468

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 22.53 21.87 15.43

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 68.9 67.1 66.3

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 922 972 986

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △249 △192 △742

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △391 △436 △149

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
(百万円) 3,250 3,407 3,063

 

回次
第24期

第２四半期連結
会計期間

第25期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自2020年１月１日
至2020年３月31日

自2021年１月１日
至2021年３月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 10.86 9.54

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルスの感染拡大による事業への影響につきましては、昨今の状況を踏まえ、以下のとおり見

直しております。

（新型コロナウイルス感染症の影響）

新型コロナウイルス感染症の帰趨や、内外経済に与える影響の大きさ及び期間について不確実性が高く、先行きに

対する不透明感は拭えない状況です。新型コロナウイルス感染症の影響は、当連結会計年度末まで続くものと予想し

ており、葬儀単価の低下や法要売上の減収により当社グループの収益確保及び財政状態に影響を及ぼす可能性があり

ます。また、新型コロナウイルス感染症の感染再拡大や、まん延防止等重点措置の実施及び緊急事態宣言の再発令等

がなされた場合、更なる業績への影響が想定されます。

これに対し当社グループとしましては、コロナ禍においても当社の会館を安心して利用していただけるように、

「従業員のマスク着用と体調管理の徹底」「手指消毒剤や飛沫防止パネルの設置」「ソーシャルディスタンスの励

行」等に取り組んでおります。また、社内的には「会館復旧・消毒清拭作業」「在宅オンライン研修」等の対策を講

じ、葬儀に従事するエッセンシャルワーカーとしての社会的役割を果たすべく、新型コロナウイルス感染症で亡く

なった方への対応を専門に行う「感染症対策チーム」も組織しております。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、外需の回復による輸出の増加や、堅調に推移する個人消

費等により、持ち直しの動きは見られるものの、新型コロナウイルス感染症の感染再拡大の影響による、対面

型サービス消費の落ち込み等、厳しい状況となりました。また、新型コロナウイルス感染症の帰趨や、内外経

済に与える影響の大きさ及び期間、ワクチン接種の普及のペース等、不確実性が高く、先行きに対する不透明

感は拭えない状況です。

葬儀業界におきましては、葬儀に関する潜在的需要は人口動態を背景に年々増加するものと推計されており

ますが、核家族化や葬祭規模の縮小等により、葬儀単価の減少傾向が続いております。また、直近の業界環境

といたしましては、葬儀件数は前年同期と比較して増加し、葬儀単価は新型コロナウイルス感染症の影響に伴

う葬祭規模の縮小及び法要料理の販売減により、大きく低下しております。

かかる環境下、当社グループは顧客満足度の向上を図るべく「明瞭な価格体系による葬儀費用の明確化」

「徹底した人財教育によるサービスの向上」「ドミナント出店による利便性の向上」を戦略の基本方針とし、

直営・フランチャイズ出店による徹底した差別化戦略を展開しております。

当第２四半期連結累計期間におきましては、中長期目標200店舗体制の実現とその後の持続的な成長を目指す

べく、当年度より新たに掲げております「新生ティア」のスローガンのもと、４項目のテーマを設け７つの戦

略を推進してまいりました。新規出店の状況につきましては、直営は愛知県下に「ティア西枇杷島」「ティア

甚目寺北」を開設し、リロケーションにより既存会館１店舗を閉鎖いたしました。フランチャイズでは、愛知

県下に「ティア豊田土橋」を開設し、これにより直営75店舗、フランチャイズ54店舗の合計129店舗となりまし

た。

売上原価におきましては、葬儀付帯業務の内製化を推進したものの、労務費等が増加し、経費面では中長期

の出店を見据えた人材の確保や、ＴＶＣＭとリアルイベントを連携した営業促進を実施する一方、野立て看板

や業務内容の見直し、採用活動の内容変更等の経費削減を推進いたしました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は63億85百万円（前年同期比4.3％減）となり、売上原

価率は前年同期比と比べ0.2ポイント上昇し、販売費及び一般管理費は前年同期比5.6％減となりました。これ

により、営業利益は７億33百万円（同2.2％減）、経常利益では７億23百万円（同2.9％減）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は４億89百万円（同2.9％減）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。
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(a）葬祭事業

当第２四半期連結累計期間におきましては、「ティアの会」会員数の拡大を図るべく、新型コロナウイ

ルス感染症の予防および拡散防止対策を講じつつ、各種会館イベントや提携団体・企業向けの営業等に取

り組んでまいりましたが、第２四半期以降は緊急事態宣言の再発令により会館イベントの開催等が制限さ

れることとなりました。葬儀件数におきましては、既存店の件数が増加したのに加え、新たに開設した会

館の稼働により、前年同期比12.0％増の6,564件となりました。葬儀単価におきましては、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により葬祭規模が縮小したのに加え、法要料理の販売が減少し、前年同期比13.1％減と

なりました。この結果、売上高は61億85百万円（同4.2％減）、営業利益は11億38百万円（同8.5％減）と

なりました。

(b）フランチャイズ事業

当第２四半期連結累計期間におきましては、フランチャイズの会館が前年同期と比べ５店舗増加し、こ

れによりＦＣ会館向けの物品売上が増加したものの、前年同期に計上した加盟料売上が反動減となり、こ

の結果、売上高は２億円（同5.9％減）、営業利益は31百万円（同40.1％減）となりました。

②財政状態

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は39億88百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億34百万

円増加いたしました。これは主に現金及び預金が３億43百万円増加したことによるものであります。固定資産

は97億６百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億８百万円減少いたしました。これは主に有形固定資産が

95百万円、差入保証金が８百万円減少したことによるものであります。

この結果、総資産は、136億95百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億26百万円増加いたしました。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は27億32百万円となり、前連結会計年度末に比べ76百万円増

加いたしました。これは主に未払法人税等が２億７百万円増加したものの、その他流動負債87百万円、１年内

返済予定の長期借入金が52百万円減少したことによるものであります。固定負債は17億68百万円となり、前連

結会計年度末に比べ１億16百万円減少いたしました。これは主に長期借入金が１億19百万円減少したことによ

るものであります。

この結果、負債合計は、45億円となり、前連結会計年度末に比べ39百万円減少いたしました。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は91億94百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億65百

万円増加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益４億89百万円および剰余金の配当２億

24百万円があったことによるものであります。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末

に比べて１億56百万円増加し、34億７百万円となりました。

なお、当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は９億72百万円（前年同期比5.4％増）となりました。これは主に法人税等の支

払額41百万円があったものの、税金等調整前四半期純利益７億23百万円であったことや減価償却費２億70百万

円を計上したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は１億92百万円（同22.7％減）となりました。これは主に有形固定資産の取得

による支出１億91百万円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は４億36百万円（同11.5％増）となりました。これは主に短期借入金の返済に

よる支出４億82百万円があったことによるものであります。
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(3）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更

はありません。

(4）重要な会計方針及び見積り

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

の分析」中の重要な会計方針及び見積りの記載について重要な変更はありません。

(5）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(6）研究開発活動

該当事項はありません。

(7）主要な設備

前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設等について、当第２四半期連結累計期間に著し

い変更があったものは、次のとおりであります。

重要な設備の新設

会社名
事業所名

所在地
セグメン
トの名称

設備の内容

投資予定金額
資金調達
方法

着手及び完了
予定年月 完成後の増

加能力総額
(百万円)

既支払額
(百万円)

着手 完了

当社
ティア
新清州
（注）２

愛知県
清須市

葬祭事業 葬祭ホール 70 2
増資資金
及び
借入金

2021年
５月

2021年
８月

葬儀施行
件数の増加

当社
ティア
豊橋高師
（注）２

愛知県
豊橋市

葬祭事業 葬祭ホール 70 2
増資資金
及び
借入金

2021年
５月

2021年
８月

葬儀施行
件数の増加

（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．事業所名、所在地、着手及び完了予定年月を変更しております。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 72,800,000

計 72,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
　 （2021年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2021年５月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,406,100 22,406,100

東京証券取引所

名古屋証券取引所

（各市場第一部）

単元株式数

100株

計 22,406,100 22,406,100 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2021年１月１日～

　2021年３月31日
－ 22,406,100 － 1,873 － 1,506
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（５）【大株主の状況】

  2021年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

株式会社夢現 名古屋市中区新栄2-2-7 7,792,000 34.77

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海1-8-12 1,991,400 8.88

名古屋鉄道株式会社 名古屋市中村区名駅1-2-4 1,280,000 5.71

冨安　徳久 名古屋市緑区 938,200 4.18

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町2-11-3 721,900 3.22

ティア社員持株会 名古屋市北区黒川本通3-35-1 380,800 1.69

深谷　志郎 名古屋市中村区 264,000 1.17

花重美装株式会社 名古屋市中村区稲上町1-73 183,200 0.81

株式会社日本カストディ銀行（信託

口５）
東京都中央区晴海1-8-12 167,200 0.74

株式会社日本カストディ銀行（信託

口６）
東京都中央区晴海1-8-12 151,300 0.67

計 － 13,870,000 61.90

（注）１．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

株式会社日本カストディ銀行（信託口）　　　　　　1,991,400株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　　721,900株

株式会社日本カストディ銀行（信託口５）　　　　　　167,200株

株式会社日本カストディ銀行（信託口６）　　　　　　151,300株

２．2016年９月９日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、レオス・キャピタル

ワークス株式会社が2016年９月５日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として

当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めて

おりません。

なお、当該大量保有報告書の変更報告書の内容は次のとおりであります。

大量保有者 レオス・キャピタルワークス株式会社

住所 東京都千代田区丸の内1-11-1

保有株券等の数 株式　1,459,200株

株券等保有割合 7.24％
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 22,397,000 223,970 －

単元未満株式 普通株式 7,700 － －

発行済株式総数  22,406,100 － －

総株主の議決権  － 223,970 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己保有株式が70株含まれております。

②【自己株式等】

    2021年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ティア
名古屋市北区黒川本

通3-35-1
1,400 － 1,400 0.00

計 － 1,400 － 1,400 0.00

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年１月１日から2021

年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年10月１日から2021年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2020年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,063 3,407

売掛金 337 351

商品 46 59

貯蔵品 48 53

その他 160 118

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 3,653 3,988

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,284 6,283

土地 1,516 1,516

その他（純額） 616 520

有形固定資産合計 8,416 8,320

無形固定資産 50 46

投資その他の資産   

差入保証金 899 891

その他 456 454

貸倒引当金 △8 △6

投資その他の資産合計 1,347 1,339

固定資産合計 9,814 9,706

資産合計 13,468 13,695

負債の部   

流動負債   

買掛金 278 302

短期借入金 882 870

1年内返済予定の長期借入金 424 371

未払法人税等 74 281

賞与引当金 195 202

資産除去債務 9 －

その他 792 704

流動負債合計 2,656 2,732

固定負債   

長期借入金 845 726

役員退職慰労引当金 0 0

資産除去債務 648 665

その他 389 375

固定負債合計 1,884 1,768

負債合計 4,540 4,500

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,873 1,873

資本剰余金 1,506 1,506

利益剰余金 5,548 5,814

自己株式 △0 △0

株主資本合計 8,928 9,194

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 0 0

その他の包括利益累計額合計 0 0

純資産合計 8,928 9,194

負債純資産合計 13,468 13,695
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2019年10月１日
　至　2020年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年３月31日)

売上高 6,671 6,385

売上原価 3,944 3,785

売上総利益 2,727 2,600

販売費及び一般管理費 ※ 1,977 ※ 1,867

営業利益 749 733

営業外収益   

受取利息 2 1

広告料収入 5 8

その他 5 8

営業外収益合計 13 19

営業外費用   

支払利息 13 12

株式交付費 0 －

和解金 3 －

支払手数料 － 13

その他 0 2

営業外費用合計 18 29

経常利益 745 723

税金等調整前四半期純利益 745 723

法人税、住民税及び事業税 251 241

法人税等調整額 △10 △8

法人税等合計 240 233

四半期純利益 504 489

親会社株主に帰属する四半期純利益 504 489
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2019年10月１日
　至　2020年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年３月31日)

四半期純利益 504 489

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △0 △0

その他の包括利益合計 △0 △0

四半期包括利益 504 489

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 504 489

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

 

EDINET提出書類

株式会社ティア(E05585)

四半期報告書

12/20



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2019年10月１日
　至　2020年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 745 723

減価償却費 289 270

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） 24 6

受取利息及び受取配当金 △2 △1

支払利息 13 12

売上債権の増減額（△は増加） 5 △14

たな卸資産の増減額（△は増加） △12 △19

仕入債務の増減額（△は減少） 7 24

その他 15 24

小計 1,084 1,025

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △12 △12

法人税等の支払額 △149 △41

営業活動によるキャッシュ・フロー 922 972

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の売却による収入 － 6

有形固定資産の取得による支出 △257 △191

無形固定資産の取得による支出 △17 △3

差入保証金の差入による支出 △11 △9

差入保証金の回収による収入 37 18

その他 △0 △14

投資活動によるキャッシュ・フロー △249 △192

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 300 470

短期借入金の返済による支出 △219 △482

長期借入れによる収入 － 50

長期借入金の返済による支出 △321 △222

リース債務の返済による支出 △15 △14

配当金の支払額 △134 △224

その他 △0 △13

財務活動によるキャッシュ・フロー △391 △436

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 281 343

現金及び現金同等物の期首残高 2,968 3,063

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,250 ※ 3,407
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【注記事項】

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、当社が営む事業については、参列者の減少により葬祭規模が縮小した

のに加え、法要料理の販売が減少したことにより、売上高が減少するなど、足元の業績に影響が生じております。

当社グループにおける新型コロナウイルス感染症の影響につきまして、期初の見通しでは2021年９月期上半期ま

で継続し、下半期以降は改善するものと予想しておりましたが、直近の状況を勘案し当連結会計年度末まで影響が

続くものと予想をしております。当該仮定の下、繰延税金資産の回収可能性及び固定資産の減損損失等に関する会

計上の見積りを行っております。

（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

当社の所有する建物の地主について、金融機関からの借入れに対して債務保証を行っております。

 
 

前連結会計年度
（2020年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（2021年３月31日）

保井　正純 ５百万円 －百万円

 

なお、上記保証については、地主の所有する土地及び当社の所有する建物（前連結会計年度91百万円、当第２

四半期連結会計期間89百万円）が担保に供されております。

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2019年10月１日
　　至 2020年３月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2020年10月１日
　　至 2021年３月31日）

給料手当 665百万円 678百万円

広告宣伝費 454 471

貸倒引当金繰入額 △0 △0

賞与引当金繰入額 100 110

役員退職慰労引当金繰入額 － 0

退職給付費用 8 9

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年10月１日
至　2020年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年10月１日
至　2021年３月31日）

現金及び預金勘定 3,250百万円 3,407百万円

現金及び現金同等物 3,250 3,407
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年10月１日　至　2020年３月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月８日

取締役会
普通株式 134百万円 ６円

2019年

９月30日

2019年

12月４日
利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

（決議） 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月７日

取締役会
普通株式 224百万円 10円

2020年

３月31日

2020年

６月１日
利益剰余金

 

３．株主資本の金額の著しい変動

2020年１月16日開催の取締役会決議に基づき、当社の執行役員に対する譲渡制限付株式報酬として2020年

２月14日付で新株式の発行を行い、資本金及び資本準備金がそれぞれ０百万円増加しております。

この結果、当第２四半期連結会計期間末において、資本金が1,873百万円、資本剰余金が1,506百万円と

なっております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年10月１日　至　2021年３月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月11日

取締役会
普通株式 224百万円 10円

2020年

９月30日

2020年

12月２日
利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

（決議） 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月12日

取締役会
普通株式 224百万円 10円

2021年

３月31日

2021年

６月１日
利益剰余金
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（セグメント情報等）

　　　　【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年10月１日　至　2020年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注)２

 葬祭事業
フランチャイズ

事業
計

売上高      

外部顧客への売上高 6,459 212 6,671 － 6,671

セグメント間の内部売上高

又は振替高
0 － 0 △0 －

計 6,459 212 6,671 △0 6,671

セグメント利益 1,244 53 1,297 △547 749

（注)１．セグメント利益の調整額△547百万円には、セグメント間取引消去△０百万円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用△547百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年10月１日　至　2021年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注)２

 葬祭事業
フランチャイズ

事業
計

売上高      

外部顧客への売上高 6,185 200 6,385 － 6,385

セグメント間の内部売上高

又は振替高
0 － 0 △0 －

計 6,185 200 6,385 △0 6,385

セグメント利益 1,138 31 1,170 △436 733

（注)１．セグメント利益の調整額△436百万円には、セグメント間取引消去△０百万円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用△436百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年10月１日
至　2020年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年10月１日
至　2021年３月31日）

１株当たり四半期純利益 22円53銭 21円87銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
504 489

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（百万円）
504 489

普通株式の期中平均株式数（株） 22,403,663 22,404,630

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

2021年５月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………224百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………10円

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2021年６月１日

（注）　2021年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

2021年5月13日

 

株式会社ティア

取 締 役 会 　 御中

 

有限責任監査法人　ト ー マ ツ

名 古 屋 事 務 所

 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士　　家元　清文　　　印

 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士　　矢野　直　　　　印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ティアの2020年10月1日から2021年9月30日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間

（2021年1月1日から2021年3月31日まで）及び第2四半期連結累計期間（2020年10月1日から2021年3月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半

期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ティア及び連結子会社の

2021年3月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認めら

れなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半

期レビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関す

る規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を

作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結

財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す

る責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立

の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ

ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その

他の四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重

要な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表にお

いて、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適

正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前

提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連結財務諸

表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項

が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求

められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、

将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期

連結財務諸表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関

連する注記事項を含めた四半期連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が

基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評

価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証

拠を入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関

して責任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レ

ビュー上の重要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を

遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去

又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。

以　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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